
ピストンリテーナーは運搬時や取付け時のピストン脱落防止用です。 

そのためエアー供給時のエンドストッパーとしては使用しないで下さい。 ９ 

シリンダーにサイドロードは極力加えないで下さい。 

取り付け面から５０ｍｍの位置に１２ｋｇ以上の力が加わりますと、ボトムからシリンダー

が剥離します。 

８ 

グリースやオイル等による潤滑は行わないで下さい。 

潤滑を行ったがために起こる弊害は計りしれません。 

円滑な動作が得られない原因になります。 

６ 

警告 

〒２２９－００３３ 神奈川県相模原市鹿沼台１－９－１５ プロミティふちのべビル 

ＴＥＬ：０４２－７５１－９１３１ ＦＡＸ：０４２－７５１－９７００ 

ＵＲＬ：http://www.hksjapan.co.jp/ Ｅ－ｍａｉｌ：info@hksjapan.co.jp

日本総代理店

Ａｉｒｐｏｔ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ （Ｕ．Ｓ．Ａ．）

製造元

エアーダンパー／アクチュエーター／スナバー取扱い説明書 

Ａｉｒｐｏｔはガラス製品です。 

取り付け時の工具による衝撃や落下は絶対に避けて下さい。 １ 
エアー供給が行われている状態での取り付けは、ピストンが急に飛び出すことがあり

非常に危険です。 ２ 

注意 

Ａｉｒｐｏｔ本体の取り付けには、板厚１．５２～３．１８ｍｍ（０．０６″～０．１２５″）

で８ｍｍ（０．３１２″）×１０ｍｍ（０．３７５″）の長方形スリットを使用して下さい。 

丸孔での固定は、φ１０ｍｍ（０．３７５″）を使用して下さい。 

板厚が薄い場合には特殊ワッシャーをご用意しておりますので別途お問い合わせ下さい。 

それ以外のＡｉｒｐｏｔアクチュエーターモデル５６Ｐの取り付けには板厚１．２７～

２．５４ｍｍ（０．０５″～０．１″）でＭ５用の丸孔、アクチュエーターモデル３２５Ｐ

と４４４Ｐの取り付けには板厚６．３５ｍｍ（０．２５″）以下でφ１６ｍｍ（０．６２

５″）の丸孔を使用して下さい。 

Ａｉｒｐｏｔ本体の固定には同送のナットを０．４５～０．９０Ｎｍの締め付けトルクで

固定して下さい。それ以外のＡｉｒｐｏｔアクチュエーターモデル５６Ｐは０．２３～０．

４５Ｎｍ、アクチュエーターモデル３２５Ｐと４４４Ｐは４．５～６．８Ｎｍの締め付け

トルクで同送のナットを固定して下さい。 

１ 

AP-M-01-B-070301 Printed in Japan ピストンはいつもシリンダー内にある状態を保って下さい。

そのため設計される際に、必要ストロークに安全長を最低２～３ｍｍ加えて下さい。５ 

円滑な作動を維持するため、エアーアクチュエーターには５ミクロン以下のフィルターを

通した清浄かつ乾燥したエアーを供給して下さい。 

推奨エアー品質：ＩＳＯスタンダード ８５７３．１ 品質等級 ３．４．４以上 

３ 

エアー漏れを防止し摩擦を最低にするため、全てのピストンとシリンダーは１つ１つが対

になって完全な勘合精度を持って作製されています。そのためシリンダーやピストンの

交換や差し替えは絶対に行わないで下さい。 

４ 

ロッドの固定には同送のナットを下記の締め付けトルクで固定して下さい。 
２ 

ネジサイズ 締め付けトルク 

＃２－６４ ０．１１～０．３４Ｎｍ 

＃４－４０ ０．２３～０．５６Ｎｍ 

＃１０－３２ ０．５６～１．７０Ｎｍ 

ネジサイズ 締め付けトルク 

Ｍ３ ０．２～０．３５Ｎｍ 

Ｍ４ ０．６～０．９Ｎｍ 

Ｍ５ １．４Ｎｍ 

Ｍ６ ２．１Ｎｍ 

シリンダー内からピストンをむやみに引き抜かないで下さい。 

ただしオイルやグリース、指紋等の汚れ等が付着した際には、ピストンを慎重に引き抜き

ティッシュペーパーによって軽く拭き取って下さい 

７ 


